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人のうこき（課繰言基）

人　　口　10，549人　（＋20）

男　　　　5，063　　　（＋11）

女　　　　5，486　　（＋9）

世帯数　　2，932　戸　（－10）

（）内は前月　比

一
　
円
∴
∴
法
の
口
週
間

共
同
募
金

十
　
日
　
　
体
育
の
日

日
の
愛
護
デ
ー

十
四
日
　
　
鉄
道
記
念
日

二
十
七
円
－
読
書
週
間

十
月
の
謹
節
用
藩

燈
火
親
し
む
べ
き
好
季
節

清
爽
の
捌
・
秋
冬
の
候
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昭和49年度決算概要

で収八円算
昭和50年度支出（6月補正難）肇至需網 

費　　　　目 �†品㌣撃、 ��収竣千年は五 入目円周、十 網羅「靂 比はな敬八月 で別っし二補 地表てて’正 方のい、○親 交とま一五在 税り〇、千予 

1　議　会　賀 �36，026 �3． 

2　総∴蕗∴貿 �172，826 �－旦 

3　民　生　費 �165，892 �15．3 

4　衛　生　費 �105，575 �9．8 

5　労　働　費 �105．722 �9． 

6　農林水産業費 �22．588 �2．1 

7　商　工　費 �12．052 �1．1 �祉　　以十ま∴を：飽 

8　土　木　讃 �251，148 �23． �行支上％し占方 政出と強ため交 

9　消　防　費 �51，900 �4．8 

10　教　育　費 �102，000 �9． �ぎ東壁講亨で な費が年分九全 つ・あ度で月体 い生まは全で五 ま賀す五体公十 す（〇十の表二 i≡′■…′ノ 

11災害復旧費 �40 � 

12　公　債　費 �51．274 �4．7 

13　諸　支　出　金 �10 � 

14　予　備∴餐 �5，000 �0． 

歳　出　合　計 �1．082，053 �100 

昭和50年度収入（6月補正現在）

費　　　　　　目 �予算額 （千円） �構成 （％）． 

1　町　　　　　　　税 �193，861 �17． 

6，000 �0． 

3賽楽施欝利用霊 �16，500 �1． 

8，600 �0． 

5　地　方　交　付　税 �310．000 �28． 

6賽通安富対策特霊 �950 �0．1 

7　分担金及び負担金 �11，800 �1． 

8　使用料及び手数料 �2，133 �0． 

9　国　庫　支　出　金 �259，343 �24． 

29，950 �2． 

11財’∴琵　収、入 �14，256 �1．3 

12　寄　　　附　　　金 �1 � 

13　繰　　　入　　　金 �15，777 �1． 

14　繰　　　越　　　金 �55，464 �5．1 

15　諸　　　収　　　入 �116．218 �10． 

16　町　　　　　　　償 �41，200 �3． 

歳　　入　　合　　計 �1，082，053 �10 

規則正しい生活と親子の対話で非行防止

財
政
事
情
の
公
表
e

昭
和
5
0
年
度
予
算

が
三
十
％
近
く
を
占
め
て
お
り
、
町
税

、
は
二
十
％
弱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国

か
ら
の
補
助
金
で
あ
る
固
唾
支
出
金
と

四
十
九
年
度
決
算
概
要
の

ま
と
め

四
十
九
年
度
の
決
算
概
要
の
費
目
別

内
訳
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
が
前
年
度

に
比
べ
歳
入
は
二
〇
〇
％
に
歳
出
は
一

／
．

七
〇
％
に
伸
び
て
い
ま
す
。

歳
入
は
謹
渡
所
得
の
関
係
で
大
幅
に

増
加
し
ま
し
た
。
四
十
九
年
度
で
は
中

央
公
民
館
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
大
き

な
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
し
土
木
工
醇

も
二
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

灘
蕪
議
学
生
薫

の
受
験
受
付
期
間
　
十
月
八
日
か
ら

十
月
二
十
八
日

㈲
受
験
費
格
　
昭
和
二
十
七
年
四
月

二
日
以
降
生
ま
れ
の

男
子

受
験
に
つ
い
て
の
詳
細
は

福
岡
市
博
多
区
油
湊
町
一
触
二
二
号

福
岡
海
上
保
安
部

福
岡
県
民
の
安
全
と
財
産

を
守
る
警
察
官
の
募
集
に
つ

い
て

S
試
験
期
日
　
十
月
二
十
六
日

の
試
験
場
所
　
詰
問
市
・
北
九
州
市

飯
塚
市
・
久
留
米
市

但
し
大
挙
者
は
福
岡
市

㈲
受
験
資
格
　
昭
和
二
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
三
十
三
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
。

㈲
受
付
期
間
　
九
月
十
六
日
∵
｛
十
月
十

五
日
ま
で

㈹
向
込
み
及
び
聞
合
せ
先

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
－
一
－
一

福
岡
県
轡
察
本
邦
聾
務
課
試
験
係

（
砥
）
〇
九
二
－
七
四
一
－
二
二
三
一

又
は
、
各
蕊
察
著
か
派
出
所
駐
在
所

公
衆
衛
生
大
会
の

参
加
案
内

公
民
館
新
館
に
て
公
衆
衛
生
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
一
般
住
民
の
方
の

参
加
を
、
是
非
お
願
い
し
ま
す
。

★
日
時
　
　
十
月
二
十
三
日
（
木
）

十
三
時
三
十
分
よ
り

★
譜
演
∴
醤
ら
し
の
中
の
箱
神
衛
生

説
師
　
九
州
大
学
名
誉
教
授

桜
井
図
南
雄
氏

★
主
催
　
遠
賀
・
中
間
公
衆
衛
建
協
会
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管内火災救急発生状況

（昭和50年1月1日－8月31日まで（）は8月分）

水巻i芦屋！岡垣i遠賀‖合計

（禁鳥上：告計器，

（訂（：）i。計（訂。筈，

（3）　　（2）

自転車は、あの角、この角、手前でストップ

農
業
者
の
転
職
や
停
年
退
職
者
の

再
就
職
相
談
制
度
に
つ
い
て

最
近
、
農
業
情
勢
は
、
経
済
的
、
社
会
的
に
動
向
が
激
化
い
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
座
薬
を
離
れ
て
他
軽
業
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
、
及

び
停
年
退
職
を
さ
れ
た
方
で
、
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
公
共
職
業

安
定
所
の
直
属
で
あ
る
農
業
者
転
職
相
談
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
を
も
ち
か
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
廃
業
者
の

転
職
者
に
つ
い
て
は
、
職
業
訓
練
や
、
こ
れ
に
伴
な
う
職
業
転
換
給
付
金

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

相
談
貝
　
遠
賀
町
尾
崎
　
畑
生
半
一

（
砥
話
一
ニ
ー
二
八
〇
九
番
）

わ

が

町

の

ク

ー
遠
賀
山

ヤ
ッ
ホ
ー
山
の
時
々
か
ら
コ
ダ
マ
が

か
え
っ
て
く
る
、
澄
み
き
っ
た
秋
空
の

中
を
ハ
イ
カ
ー
達
が
往
来
す
る
叢
山
風

寮
も
、
愈
々
本
番
を
迎
え
た
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。

遠
賀
山
友
会
（
加
藤
会
長
外
二
六
名

）
も
秋
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
多
忙
の
毎

日
で
あ
る
、
山
友
会
が
発
足
し
た
の
か

消
防
一
一
九
コ
ー
ナ
ー

ー
初
期
消
火
に
備
え
て
－

燃
え
る
物
に
よ
っ
て
通
い
ま
す
が
「

ふ
す
ま
」
や
「
壁
面
」
を
燃
え
あ
が
っ

た
火
が
天
井
に
燃
え
う
つ
ろ
ま
で
の
時

間
は
、
3
分
～
5
分
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す

揃
え
付
け
の
消
火
器
や
消
火
バ
ケ
ツ
が

あ
れ
ば
、
こ
の
間
に
十
分
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

初
期
消
火
に
次
の
物
を
準
備
し
ま
し

よーつ。

消
火
器
や
消
火
バ
ケ
ツ
を
備
え
、

次
の
事
を
確
恕
し
ま
し
ょ
う
。

①
消
火
器
の
有
効
期
限
は
？

②
消
火
器
の
使
用
方
法
は
？

⑨
消
火
器
は
検
定
合
格
品
か
？

ふ
だ
ん
か
ら
風
呂
桶
の
中
に
水
を

十
分
だ
く
わ
え
た
り
、
防
火
用
水

の
用
意
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
道
の
じ
ゃ
口
に
は
ホ
ー
ス
な
ど

を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ワ
タ
ン
荊
来
富
の
像
倒
弟
は

昭
和
四
十
八
年
だ
か
ら
そ
う
古
く
は
な

い
が
、
実
績
は
着
実
に
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
北
ア
ル
プ
ス
、
大
山
を
は
じ

め
、
九
州
の
代
表
的
な
山
で
あ
る
久
住

阿
蘇
、
祖
母
、
煩
の
諸
山
、
県
内
で
は

英
産
山
、
福
留
、
宝
満
、
犬
ケ
虚
な
ど

殆
ん
ど
登
り
つ
く
さ
れ
て
い
る
。

山
は
、
季
節
の
変
化
に
よ
り
趣
も
異

な
り
、
同
じ
山
に
何
回
登
っ
て
も
、
山

ラ
ブ
紹
介
　
用

友
会
－

の
よ
さ
が
あ
る
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、

山
登
り
に
は
途
中
苦
難
が
多
い
程
、
山

頂
に
登
っ
た
番
び
も
ま
た
格
別
と
い
う

も
の
で
、
山
の
魅
力
で
も
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
一
面
、
あ
る
目
的
を
達
成

す
る
過
程
に
お
け
る
苦
難
に
耐
え
抜
く

と
い
う
強
靭
な
相
和
力
を
培
う
う
え
に

大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
。

山
友
会
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
山

登
り
を
通
じ
て
堂
か
な
人
間
性
を
求
め

友
櫛
の
和
を
広
げ
て
明
る
い
社
会
の
創

建
に
寄
与
し
ま
う
と
い
う
理
想
を
か
か

げ
で
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
会
貝
の
加
入
に
は

な
ん
の
束
縛
も
な
い
、
年
令
、
職
業
、

牲
別
を
問
わ
ず
門
戸
を
広
く
開
放
し
て

いる。ま
た
、
会
員
以
外
の
一
般
の
人
々
を

対
象
に
、
パ
ス
ハ
イ
ク
を
年
間
六
回
（

久
住
、
英
影
山
、
小
石
原
な
ど
）
も
実

施
し
て
い
る
。
老
い
も
若
き
も
大
き
な

輪
に
な
っ
て
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
健

康
を
保
ち
、
美
し
い
自
然
を
楽
し
み
、

そ
し
て
み
ん
な
で
自
然
を
大
切
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

加
藤
会
長
は
「
お
互
い
が
実
践
活
動

を
通
じ
て
公
徳
心
の
高
揚
を
求
め
、
自

ら
律
す
る
よ
い
機
会
で
あ
り
ま
し
た
」

と
強
調
し
て
お
り
ま
し
た
。

（終）

3
行
為
ん
伝
い

☆
危
険
物
頗
扱
試
験

△
準
備
離
習
会

用
期
日
　
十
月
二
十
七
日

㈲
受
付
期
間
　
十
月
六
日
よ
り

㈲
場
所
　
　
遠
賀
町
旧
公
民
館

△
試
験

用
期
日
　
　
十
一
月
九
日

㈲
種
類
　
　
甲
種
、
乙
懲
4
5
6
各

類
及
び
肉
感

詳
細
は
遠
賀
郡
消
防
署
予
防
課
へ
。

☆
防
火
管
理
者
資
格
願
得

講
習
会

用
日
時
　
十
一
月
四
日
∵
（
五
日

九
時
～
十
六
時
ま
で

の
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
著
講
堂

詳
細
は
消
防
審
予
防
課

（
衛
）
三
－
一
二
三
一
へ
。

☆
福
岡
県
行
政
書
士
試
験

用
日
時
　
十
一
月
二
十
一
日

午
後
一
時
～
四
時

の
場
所
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
一

日
本
生
命
福
岡
ビ
ル

詳
細
は
福
岡
県
総
務
部
地
方
課
へ
。

☆
子
供
す
も
う
大
会

用
日
時
　
十
月
二
十
六
日
九
時

の
場
所
　
役
場
前
土
俵

詳
細
は
教
育
委
員
会

（
個
）
の
1
3
5
5

☆
少
年
剣
道
大
会

用
日
時
　
十
月
十
九
日
十
三
時

㈲
場
所
　
遠
賀
中
学
校

参
加
者
は
中
間
市
、
遠
賀
郡
の
少

年
達
で
す
。
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毎月1日・20日は交通安全の日　第3日曜日は家庭の日

昭
和
5
1
年
版
農
業
日
誌

の
斡
旋
に
つ
い
て

本
年
も
左
記
の
と
お
り
農
薬
日
誌
を
斡

旋
致
し
ま
す
の
で
希
望
者
は
申
し
込
み

下
さ
い
。

記

の
書
名
及
び
価
格

農
薬
日
誌
（
B
6
判
・
脚
頁
）

価
格
（
脚
円
）

㈲
申
込
場
所

役
場
産
業
課
　
振
興
係

の
申
込
期
限

昭
和
5
0
年
1
0
月
2
5
日
（
期
限
厳

守）

昭
和
5
1
年
度
福
岡
県
立

農
業
請
習
所
講
習
生
の

募
集
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

記

「
∴
試
験

用
筆
記
試
験

㈲
面
接

㈲
身
体
検
査

二
、
試
験
期
日
及
び
嫁
所

用
試
験
期
日

昭
和
5
0
年
Ⅱ
月
1
2
日
～
1
4
日

の
試
験
場
所

筑
紫
野
市
大
字
上
古
賀
縦

福
岡
県
立
農
薬
講
習
所

三
試
験
時
間

牛
的
9
時
－
牛
後
5
時

◎
修
業
年
限

2
カ
年

そ
の
他
、
詳
細
な
導
に
つ
き
ま
し
て

は
役
場
産
業
課
ま
で
お
固
い
合
せ
下

さ
い
。
（
④
1
2
3
4
内
線
約
番
）

芦
屋
基
地
開
庁

十
五
周
年
記
念
行
事
案
内

十
月
十
九
日
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

に
お
い
て
基
地
開
庁
十
五
周
年
記
念
行

醇
が
催
さ
れ
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の

曲
技
飛
行
や
、
各
謡
航
空
機
の
展
示
、

飛
行
、
映
画
会
、
撮
影
会
な
ど
多
彩
な

行
部
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
九
時
か

ら
十
六
時
ま
で
基
地
既
放
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
で
か
け
下
さ
い
。

尚
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
役
現
庶
務

課
に
あ
り
ま
す
。

『
豊
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い

社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
月
間
』

郵
便
貯
金
は
、
明
治
八
年
創
業
以
来

本
年
で
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
郵
便
貯
金
と
し
預
け
ら
れ
た

お
金
は
、
国
の
財
政
投
資
の
約
四
四
％

を
占
め
る
主
要
な
原
資
と
し
て
各
方
面

に
融
資
さ
れ
国
民
の
く
ら
し
と
関
係
の

深
い
住
宅
、
学
校
、
病
院
の
建
設
、
公

害
の
防
止
、
生
活
諒
塊
の
整
備
、
道

路
、
鉄
道
等
の
建
設
、
中
小
企
業
、
攫

林
漁
業
の
近
代
化
な
ど
社
会
全
体
の
福

祉
の
増
進
に
た
い
へ
ん
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
遠
賀
町
も
環
境
衛
生
施
設

費
等
に
現
在
一
八
五
万
日
程
融
資
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
郵
便
貯
金

が
国
民
の
生
活
課
擬
の
改
善
に
役
立
っ

て
い
る
こ
と
を
広
く
国
民
の
み
な
さ
ん

に
よ
り
具
体
的
に
お
知
ら
せ
し
、
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し

て
、
郵
政
省
で
は
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
十
月
一
日
か
ら
一
二
十
一
日
ま
で
の

一
カ
月
間
を
「
壁
か
な
く
ら
し
と
住
み

よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
月
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
月
間
申

十
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
を

「
郵
便
貯
金
週
間
」
に
あ
て
、
こ
の
期

間
中
に
全
国
各
地
で
郵
便
貯
金
創
業
一

〇
〇
年
記
念
行
単
が
催
さ
れ
ま
す
が
、

遠
賀
川
郵
便
局
で
は
一
〇
〇
名
桜
に
「

フ
ラ
ワ
ー
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
　
（
花
の
種

子
）
を
致
し
ま
す
。

家
事
相
談
室
の

利
用
に
つ
い
て

家
庭
内
の
も
め
ご
と
及
び
親
族
間
の

争
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
室
を

も
う
け
て
い
ま
す
。
（
但
し
日
曜
、
祝

日
、
土
曜
の
午
後
を
除
く
）
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

福
岡
家
膣
裁
判
所
小
倉
支
部

『
簡
易
保
険
月
間
』

簡
易
保
険
は
、
大
正
五
年
十
月
一
日
か

ら
、
無
診
盃
、
小
口
、
月
掛
、
集
金
を

特
長
と
し
た
国
営
の
生
命
保
険
と
し
て

創
設
さ
れ
、
全
国
の
郵
便
局
で
そ
の
取

扱
い
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
五
九

年
み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
利

用
さ
れ
た
繕
果
、
総
加
入
件
数
四
、
八

五
四
万
件
、
資
金
総
額
五
兆
八
、
四
四

四
態
円
に
も
遠
し
て
い
ま
す
。
こ
の
資

金
は
、
郵
便
貯
金
と
同
様
に
、
み
な
さ

ま
の
生
活
に
結
び
付
い
た
身
近
か
互
生

活
環
境
の
離
備
拡
充
に
役
立
っ
て
い
ま

す。創
業
記
念
日
に
ち
な
ん
で
、
十
月
を

「
簡
易
保
険
月
間
」
と
名
付
け
、
全
国

的
に
P
R
活
動
と
新
加
入
遊
動
を
展
開

し
、
簡
易
保
険
に
対
す
る
国
民
の
み
な

さ
ま
の
理
解
と
信
頼
を
一
層
深
め
る
と

と
も
に
、
ま
だ
簡
易
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
々
に
も
談
極
的
に
呼
び
か

け
、
保
障
の
あ
る
生
活
が
送
れ
、
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
お
勧
め
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
郵
便
局
の
簡

易
保
険
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し

楯
配
こ
誓
日
岡
相
談

1
0
月
1
2
日
か
ら
1
0
月
1
8
日
ま
で
を
「

行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
次
の
と
お

り
各
話
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。詞

◎
相
談
日

一
、
1
0
月
1
6
日
　
行
政
相
談

一
、
同
月
1
7
日
　
行
政
、
心
配
ご
と
合

同
相
談

一
、
m
月
1
6
・
1
7
日
は
旧
公
民
館
、
1
2

日
～
1
5
日
及
び
1
8
日
に
は
行
政
相
談
員

（
前
略
博
愛
）
自
宅
で
行
わ
れ
ま
す
。

◎
受
付
時
間

い
ず
れ
も
年
前
9
時
～
1
2
時

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
穐
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら

故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。記

放
安
部
伊
作
殿

（
別
府
）
安
蔀
触
次
様

故
仲
　
避
　
殿

（
浅
木
）
伸
　
強
∴
様


